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私
の
豊
高
生
活
は
、
昭
和
二
十
年

か
ら
二
十
六
年
ま
で
の
六
年
間
で
、

戦
時
の
体
験
か
ら
戦
後
の
混
乱
期
ま

で
豊
實
、
豊
実
高
と
苦
楽
を
共
に
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
号
で
は
部

活
特
集
が
組
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
私

も
部
活
の
思
い
出
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
戦
中
戦
後
の
部
活
動
は

休
部
（
状
態
）
そ
し
て
復
活
の
歴
史

を
辿
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
が
在

校
中
は
、
対
外
的
に
は
見
る
べ
き
も

の
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
の
華
や
か
な
部
活
と
は
比
べ
よ

う
の
な
い
困
難
な
状
況
の
中
で
、
部

員
達
は
部
活
に
打
ち
込
め
る
幸
せ
と

喜
び
を
胸
に
、
体
育
祭
、
文
化
祭
を

問
わ
ず
、
母
校
の
名
誉
と
自
ら
の
夢

の
実
現
に
向
か
っ
て
汗
を
流
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
私
の
部
活
は
少
し
だ
け
係

わ
っ
た
野
球
部
と
、
中
途
半
端
な
文

芸
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
特
に
野
球
部
は
、
比
較

的
肩
の
強
か
っ
た
私
が
、
野
球
部
員

の
目
に
止
ま
り
、
半
強
制
的
に
入
部

さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
ま
す
。

数
个
月
間
破
れ
ボ
ー
ル
で
ノ
ッ
ク
の

洗
礼
を
受
け
る
中
、
た
あ
い
の
無
い

出
来
事
に
巻
き
込
ま
れ
て
退
部
を
命

ぜ
ら
れ
た
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
部
は
自
ら
の
意
思
で
入
部
し
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
活
動
の
意
欲
も
沸

か
ず
悶
悶
と
し
た
日
日
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
何
人
か

入
部
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
同

じ
状
態
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
当
時
全
国
的
に
活
発

化
し
つ
つ
あ
っ
た
学
校
新
聞
に
つ
い

て
種
々
議
論
を
重
ね
、
発
行
に
向
け

て
の
強
い
意
志
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
直
ち
に
学
校
側
と
交
渉
、
節
度

あ
る
新
聞
の
条
件
を
つ
け
て
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
発
起
し
た
仲
間
は
何
人

で
あ
っ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
が
発
行
人
、
同
級
生
の
渋
谷

蔵
司
君
が
編
集
人
と
な
っ
て
「
豊
高

新
聞
」
は
動
き
だ
し
昭
和
二
十
五
年

私
達
の
夢
を
載
せ
た
第
一
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
先
輩
方
が
築

い
て
い
た
だ
い
た
地
域
と
の
信
頼
関

係
に
よ
っ
て
広
告
収
入
が
確
保
で
き

た
こ
と
で
、
伝
統
校
な
ら
で
は
の
地

域
と
の
強
い
絆
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
し
た
。

　

私
達
の
活
動
は
実
質
的
に
は
一
年

で
し
た
が
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の
努
力

に
よ
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
豊
高
新
聞

と
し
て
発
展
し
て
来
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
部
活

同
窓
会
長

木
　
下
　
　
　
博
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珠
算
部
の
近
況

　

伝
統
深
く
、
全
国
珠
算
連

盟
理
事
森
田
先
生
を
戴
く
珠

算
部
も
校
友
会
各
部
と
同
様
、

新
学
期
よ
り
活
発
に
活
動
し

始
め
た
。
新
年
度
に
当
た
っ

て
新
た
に
部
員
を
募
集
し
た

所
百
五
余
名
の
応
募
者
を
受

け
て
本
校
ク
ラ
ブ
中
一
番
の

大
世
帯
と
な
り
、
部
長
も
嬉

し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

［
第
三
号
（
昭
和
二
十
五
年

五
月
十
二
日
）
よ
り
］

　

豊
高
の
珠
算
部
の
歴
史
は

古
く
、
戦
前
の
実
業
学
校
時

代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
も
活

動
中
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
記
事
が
出
た
当

時
は
、
地
域
の
産
業
構
造
の

変
化
と
合
わ
せ
、
商
業
に
関

す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
し

た
い
と
い
う
生
徒
達
の
要
望

が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
珠

算
部
が
当
時
、
学
校
の
中
で

最
多
人
数
の
部
と
な
っ
た
の

は
、
そ
う
し
た
要
因
が
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

応
援
団
結
成
す

団
歌
も
近
々
作
成
か

　

日
増
し
に
盛
ん
に
な
っ
て

来
た
運
動
部
の
熱
意
に
応
う

る
べ
く
又
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
激
し
さ
を
加
え
る
ス
ポ
ー

ツ
シ
ー
ズ
ン
に
際
し
選
手
達

の
か
げ
の
力
と
な
り
選
手
と

し
て
十
分
に
活
躍
せ
し
め
運

動
豊
岡
の
名
声
を
校
外
に
発

揚
せ
ん
と
云
う
意
図
か
ら
応

援
団
設
置
の
声
が
高
ま
り
実

現
が
ほ
ぼ
確
定
と
な
っ
て
来

た
。［
第
十
一
号
（
昭
和
二
十

六
年
六
月
二
十
九
日
）
よ
り
］

　

豊
高
の
応
援
団
は
当
初
、

各
学
級
か
ら
委
員
を
募
る
委

員
会
制
で
組
織
・
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
三
十
年
に
生
徒
有
志
に
よ

る
運
営
へ
と
変
わ
り
ま
す
が
、

昭
和
三
十
七
年
よ
り
再
び
各

学
級
か
ら
委
員
を
選
出
す
る

方
式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
設
定
さ
れ
た
団
則
に

よ
れ
ば
、
豊
高
の
生
徒
会
会

員
は
全
て
応
援
団
員
と
す
る

事
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
事

実
上
、
豊
高
の
全
て
の
生
徒

が
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

以
来
、
団
員
の
強
い
結
束

の
も
と
、
活
動
に
励
み
、
野

球
応
援
等
に
お
い
て
力
強
く

活
躍
す
る
姿
は
、
永
ら
く
豊

高
の
「
花
形
」
で
し
た
。
彼

ら
の
振
り
か
ざ
す
巨
大
な
応

援
団
旗
や
、
力
強
い
応
援
歌
、

厳
し
い
後
輩
指
導
な
ど
を
記

憶
す
る
同
窓
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
代

の
変
遷
と
共
に
応
援
団
の
活

動
は
縮
小
し
、
平
成
十
二
年

頃
を
最
後
に
そ
の
活
動
は
終

了
し
ま
し
た
。

音
楽
部
の
夢
実
現

第
一
回
音
楽
会

　

音
楽
部
設
置
及
び
ピ
ア
ノ

購
入
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
第

一
回
音
楽
会
が
ピ
ア
ノ
披
露

会
を
兼
ね
十
一
月
三
十
日
午

后
一
時
か
ら
講
堂
に
於
て
行

わ
れ
た
。
会
は
校
長
先
生
の

挨
拶
に
始
ま
り
演
奏
の
部
に

入
っ
て
は
合
唱
に
独
唱
に
又

中
に
粕
谷
先
生
の
妥だ

技ぎ

も
ま

じ
え
て
日
頃
き
た
え
た
腕
を

発
揮
し
た
。［
第
十
四
号

（
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十

三
日
）
よ
り
］

　

豊
高
の
音
楽
部
は
昭
和
二

十
五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
四
月
の
女
子
農
村
家
庭

科
設
置
に
よ
り
入
学
し
た
女

子
生
徒
達
も
多
く
活
動
に
加

わ
り
、
華
や
か
な
部
活
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
記
事
が

出
た
年
に
は
、
生
徒
達
の
要

望
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
オ
ル

ガ
ン
し
か
な
か
っ
た
学
校
に

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
導
入
さ

れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
音

楽
会
の
開
催
は
、
そ
う
し
た

学
校
の
明
る
い
変
化
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　
『
豊
高
新
聞
』
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
創
刊
さ
れ
、
平
成
六
年
頃
ま
で
新
聞
部
の
生
徒
達
に

よ
っ
て
定
期
的
に
発
行
さ
れ
て
い
た
学
校
新
聞
で
す
。
そ
の
紙
面
か
ら
は
、
各
時
代
の
学
校
の
様

子
が
活
き
活
き
と
窺
い
知
れ
、
現
在
で
は
、
過
去
の
豊
高
を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
豊
岡
高
校
に
残
さ
れ
て
い
る
『
豊
高
新
聞
』
か
ら
、
部
活
動
に
関
す
る
記
事
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
か
つ
て
の
興
味
深
い
部
活
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集　

豊
高
保
管
史
料
を
ひ
も
解
く

『
豊
高
新
聞
』
の
記
事
に
見
る

い
に
し
え
の
部
活
動

（
昭
和
25
年
～
昭
和
34
年
編
）
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文
芸
部
批
評
会

　

去
る
十
日
よ
り
文
芸
部
で

は
「
お
ち
ぼ
」
第
五
号
の
批

評
会
を
図
書
室
に
於
い
て
、

約
二
十
名
の
参
加
者
を
得
て

行
わ
れ
た
。
本
号
は
前
号
に

比
較
し
て
内
容
的
に
は
相
当

進
歩
し
た
様
に
見
受
け
ら
れ

た
。［
第
十
八
号
（
昭
和
二

十
七
年
七
月
十
八
日
）
よ

り
］

　

豊
高
文
芸
部
も
歴
史
の
あ

る
部
活
動
で
、
戦
前
の
実
業

学
校
時
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
も
既
に
活
動
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
は
昭

和
二
十
年
代
よ
り
文
芸
誌

『
お
ち
ぼ
（
落
穂
）』
を
定
期

的
に
刊
行
し
、
飯
能
高
校
・

所
沢
高
校
・
聖
望
高
校
な
ど

近
隣
高
校
の
文
芸
部
員
達
と

合
同
で
作
品
批
評
会
を
実
施

す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。
文
芸
誌
『
お

ち
ぼ
』
は
文
芸
部
（
の
ち
に

同
好
会
）
が
活
動
を
終
え
る

平
成
十
六
年
頃
ま
で
発
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

秘
め
ら
れ
た
本
校
野
球
部
創

設
挿
話

　

本
校
の
野
球
部
は
昭
和
三

年
頃
（
編
集
者
註
「
十
三
年

頃
」
の
誤
り
か
？
）
迄
の
間

は
県
下
は
勿
論
北
関
東
、
関

東
球
界
に
覇
を
唱
え
黄
金
時

代
を
表
し
た
が
こ
の
野
球
部

創
設
の
動
機
に
面
白
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
豊
岡
実
業

学
校
の
名
を
冠
す
る
以
前
の

豊
岡
農
学
校
と
云
わ
れ
た
時

代
に
は
校
長
近
藤
義
雄
先
生

以
下
人
知
れ
ぬ
苦
労
を
し
生

徒
募
集
難
の
た
め
一
時
は
廃

校
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
程

だ
っ
た
。
こ
の
苦
難
も
当
時

の
名
衆
院
議
長
粕
谷
先
生
等

の
御
尽
力
で
豊
実
の
名
で
更

生
す
る
事
に
な
っ
た
。
と
は

云
え
生
徒
募
集
難
は
依
然
と

し
て
続
い
た
。
こ
の
頃
校
長

室
を
訪
れ
た
当
時
の
東
京
日

日
新
聞
記
者
だ
っ
た
Ｍ
さ
ん

に
対
し
近
藤
校
長
は
生
徒
募

集
に
つ
き
「
名
案
を
教
え
て

く
れ
」
と
頼
ん
だ
。

（
…
中
略
…
）

［
Ｍ
さ
ん
は
］「
野
球
部
を
設

け
た
ら
よ
か
ろ
う
」
と
答
え

た
。
こ
の
頃
六
大
学
で
は
早

稲
田
の
小
川
、
慶
応
の
宮
武

両
投
手
の
対
立
時
代
で
あ
っ

た
為
Ｍ
さ
ん
は
以
上
の
様
な

答
弁
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
答
弁
を
聞
い
た
近

藤
校
長
も
偉
か
っ
た
。
即
座

に
そ
れ
は
名
案
だ
。
丁
度
滋

賀
県
膳ぜ

所ぜ

高
校
の
野
球
選
手

だ
っ
た
横
路
先
生
が
本
校
に

居
る
か
ら
す
ぐ
生
徒
の
テ
ス

ト
を
さ
せ
よ
う
と
翌
日
豊
岡

小
学
校
野
球
部
か
ら
グ
ロ
ー

ブ
と
ボ
ー
ル
を
借
り
て
チ
ー

ム
を
編
成
し
た
…
［
第
二
十

三
号
（
昭
和
二
十
八
年
四
月

二
十
七
日
）
よ
り
］

　

豊
高
の
前
身
、
豊
岡
実
業

学
校
の
野
球
部
は
、
戦
前
の

部
活
動
の
中
で
特
に
華
々
し

い
活
動
を
し
た
部
で
し
た
。

最
も
有
名
な
試
合
が
、
昭
和

十
一
年
七
月
十
一
日
に
実
施

さ
れ
た
全
国
中
等
学
校
優
勝

野
球
大
会
（
甲
子
園
）
埼
玉

県
予
選
に
お
け
る
対
松
山
中

学
（
現
松
山
高
校
）
戦
で
す
。

こ
の
試
合
で
豊
実
は
七
十
二

対
〇
で
松
中
を
降
し
、
日
本

の
高
校
野
球
に
お
け
る
最
多

得
点
記
録
と
し
て
長
ら
く
語

ら
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
記
事
に
は
そ
ん
な

華
々
し
い
活
躍
を
し
た
豊
実

野
球
部
が
、
実
は
生
徒
募
集

の
為
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う

興
味
深
い
内
容
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

柔
道
部
の
新
設
な
る

　

兼
ね
て
か
ら
柔
道
部
設
置

運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、

十
二
月
十
五
日
の
生
徒
総
会

に
於
い
て
多
数
の
賛
成
を
得
、

正
式
に
柔
道
部
が
承
認
さ
れ

た
。［
第
二
十
八
号
（
昭
和

二
十
九
年
一
月
九
日
）
よ

り
］

　

豊
高
の
柔
道
部
は
昭
和
二

十
七
年
頃
か
ら
部
活
設
立
に

向
け
た
動
き
が
活
発
と
な
っ

た
も
の
の
、
部
の
設
立
が
な

か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
有
志

達
に
よ
る
愛
好
会
と
い
う
形

音楽会の様子（昭和28年頃）

県大会優勝時の野球部（昭和10年）

柔道部の生徒達
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で
練
習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
記
事
が
出
た
当
時
は
愛

好
会
な
が
ら
も
複
数
の
有
段

者
を
抱
え
、
他
校
と
の
試
合

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
正
式

な
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
柔

道
部
は
、
そ
の
後
様
々
な
大

会
で
多
く
の
好
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

農
商
兼
修
を
如
何
に
思
う
か

第
七
回
弁
論
部
主
催
討
論
会

行
わ
る

兼
修
反
対
の
色
濃
し

　

か
ね
て
か
ら
の
話
題
と

な
っ
て
い
る
本
校
の
「
農
商

兼
修
問
題
」
は
生
徒
間
に
於

い
て
も
次
第
に
慎
重
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
去
る

四
日
（
土
曜
日
第
四
時
間
）

の
弁
論
部
主
催
第
七
回
討
論

会
に
こ
の
問
題
が
と
り
あ
げ

ら
れ
、
二
年
の
大
野
修
君
、

神
山
善
雄
君
、
一
年
の
岩
﨑

和
子
さ
ん
の
三
名
が
講
師
と

な
り
、「
農
商
兼
修
を
如
何

に
思
う
か
」
と
題
し
、
一
時

間
に
亘
る
厳
正
批
判
が
行
わ

れ
た
。［
第
三
十
四
号
（
昭

和
二
十
九
年
十
二
月
二
十

日
）
よ
り
］

　

弁
論
部
は
昭
和
二
十
年
代

中
頃
よ
り
部
と
し
て
の
活
動

を
始
め
、
近
隣
市
町
村
や
埼

玉
県
の
弁
論
大
会
へ
度
々
出

場
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
校

内
弁
論
大
会
は
弁
論
部
が
生

徒
に
呼
び
か
け
て
実
施
し
て

い
た
も
の
で
、
取
り
上
げ
る

テ
ー
マ
は
、
学
校
や
世
相
を

真
剣
に
考
え
る
も
の
で
し
た
。

「
農
商
兼
修
」
は
農
業
科
と
商

業
科
を
分
け
ず
に
両
方
を
学

ば
せ
る
と
い
う
戦
前
か
ら
続

く
学
校
の
伝
統
的
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
し
た
。
し
か
し
、
記

事
の
内
容
を
読
む
と
、
兼
修

を
廃
止
し
、
農
業
科
と
商
業

科
を
分
離
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
賛
成
多
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
世
の
中
の
産
業

構
造
が
変
化
し
、
生
徒
の
進

路
も
企
業
等
へ
の
就
職
や
進

学
へ
と
移
る
中
で
、
見
直
し

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

る
様
子
が
読
み
取
れ
ま
す
。

映
画
鑑
賞
会
行
う

映
研
部
主
催

　

去
る
十
月
十
七
日
（
月
）

映
研
部
主
催
映
画
鑑
賞
会
が

豊
岡
座
に
於
い
て
二
時
三
十

分
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
「
怪
人
二
十
面
相
」

続
い
て
「
少
年
死
刑
囚
」
が

上
映
さ
れ
た
。
こ
れ
は
あ
ら

ゆ
る
人
々
が
秩
序
と
道
徳
と

を
無
視
し
、
ふ
み
に
じ
っ
て

生
き
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
よ

う
な
世
の
中
を
、
失
意
の
一

少
年
が
歩
ん
で
い
く
悲
境
さ

が
描
か
れ
て
い
る
。［
第
四

十
一
号
（
昭
和
三
十
年
十
月

二
十
五
日
）
よ
り
］

　

映
研
部
（
映
画
研
究
部
）

は
昭
和
二
十
六
年
に
設
立
さ

れ
た
、
名
作
映
画
の
鑑
賞
と

批
評
な
ど
を
行
う
部
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
三

十
年
代
初
頭
に
は
同
部
主
催

の
映
画
鑑
賞
会
が
度
々
開
催

さ
れ
て
お
り
、
映
画
が
大
き

な
娯
楽
だ
っ
た
時
代
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
記
事
中
に
登
場

す
る
「
豊
岡
座
」
と
は
扇
町

屋
に
あ
っ
た
地
元
の
映
画
館

で
『
豊
高
新
聞
』
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
「
怪
人
二

十
面
相
」
は
昭
和
二
十
九
年

放
映
の
松
竹
作
品
、「
少
年

死
刑
囚
」
は
昭
和
三
十
年
放

映
の
日
活
作
品
で
し
た
。

新
ク
ラ
ブ
長
抱
負
を
語
る

目
標
は
全
国
大
会
出
場
へ

卓
球
部　

内
沼
幸
一

　

実
力
に
も
の
を
い
わ
せ
新

人
戦
に
優
勝
し
た
貫
井
君
を

は
じ
め
我
々
卓
球
部
は
昨
年

に
引
き
続
き
団
結
、
技
術
的

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
を
念
頭
に
よ
り
い
っ
そ
う

の
活
や
く
を
し
我
々
卓
球
部

の
発
展
を
祈
り
つ
つ
一
同
張

り
き
っ
て
練
習
に
精
進
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

（
…
中
略
…
）

　

さ
て
今
年
の
抱
負
と
し
ま

し
て
は
、
県
民
体
育
大
会
、

学
徒
総
合
体
育
大
会
に
は
多

数
の
最
上
位
入
賞
を
又
昨
年

に
引
き
続
き
な
ん
と
か
し
て

チ
ー
ム
戦
、
個
人
戦
、
ダ
ブ

ル
ス
に
晴
れ
の
関
東
大
会
、

全
国
大
会
の
夢
を
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

［
第
五
十
二
号
（
昭
和
三
十

二
年
三
月
十
日
）
よ
り
］

　

昭
和
三
十
年
代
当
時
、
豊

高
の
卓
球
部
は
毎
年
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
て
お
り
、
県

下
の
強
豪
校
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
記
事
中
に
名
前

の
あ
る
貫
井
選
手
は
昭
和
三

十
二
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た

県
下
卓
球
新
人
大
会
で
優
勝

し
て
お
り
、
同
じ
年
の
六
月

に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
個
人

戦
に
お
い
て
優
勝
。
全
国
大

会
へ
と
出
場
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
躍
に
刺
激
を
受

け
た
部
員
た
ち
の
意
気
も
高

く
、
卓
球
部
は
そ
の
後
も
関

東
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出 卓球部の生徒達（昭和32年頃）
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場
を
勝
ち
取
り
、
歴
史
に
残

る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

新
部
長
抱
負
を
語
る

目
標
は
全
国
大
会
出
場　

今

年
も
期
待
さ
れ
る
長
距
離
陣

陸
上
部　

笠
原
和
之

　

昨
年
度
は
最
上
級
生
の
競

技
部
員
不
足
で
諸
種
の
重
要

な
競
技
大
会
が
ひ
か
え
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
賞
が

少
な
い
低
調
さ
で
県
外
へ
は

駒
を
進
め
る
事
が
出
来
ず
思

う
様
な
成
績
を
収
め
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
面

冬
季
の
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
に
は

各
大
会
に
二
年
生
中
心
の
メ

ン
バ
ー
で
県
内
、
県
外
に
出

場
し
、
か
な
り
の
成
績
を
収

め
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
三
年
生
の

部
員
が
多
く
、
三
年
生
を
中

心
と
し
て
、
県
内
の
大
会
に

入
賞
、
関
東
大
会
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
者
が
多
数
生
ま

れ
る
よ
う
、
高
い
目
標
を
持

ち
、
春
か
ら
秋
の
ト
ラ
ッ
ク

シ
ー
ズ
ン
に
は
必
ず
フ
ィ
ー

ル
ド
の
跳
躍
、
投
擲
陣
の
強

化
も
加
え
て
高
い
目
標
に
向

か
っ
て
進
む
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。［
第
六
十
七
号
（
昭
和

三
十
四
年
四
月
十
日
）
よ

り
］

　

卓
球
部
と
並
ん
で
昭
和
三

十
年
代
以
降
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
て
い
た
の
が
陸
上
部

で
し
た
。
特
に
長
距
離
分
野

で
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、

こ
の
記
事
が
出
た
昭
和
三
十

四
年
の
一
月
に
は
、
秩
父
―

浦
和
間
で
開
催
さ
れ
た
第
二

十
六
回
読
売
杯
争
奪
埼
玉
駅

伝
大
会
に
お
い
て
、
一
区
を

走
っ
た
落
合
選
手
が
区
間
新

記
録
を
出
す
な
ど
各
選
手
が

健
闘
し
、
最
終
的
に
は
第
二

位
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い

ま
す
。
落
合
選
手
は
そ
の
後
、

昭
和
三
十
四
年
の
埼
玉
県
学

徒
総
合
体
育
大
会
の
五
千

メ
ー
ト
ル
走
で
準
優
勝
と
な

り
、
関
東
大
会
へ
進
出
、
関

東
大
会
で
も
五
位
と
健
闘
し
、

国
体
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

校
内
で
洗
濯
屋

家
庭
部
の
奉
仕
で

　

最
近
停
滞
気
味
と
評
さ
れ

て
い
る
家
庭
部
で
は
今
後
の

活
動
を
活
発
に
し
ク
ラ
ブ
の

内
面
を
全
校
生
徒
諸
君
に
理

解
し
て
貰
お
う
と
い
う
目
的

か
ら
去
る
六
月
十
二
日
よ
り
、

評
議
委
員
会
の
承
諾
を
得
て

洗
濯
奉
仕
を
は
じ
め
た
。
現

在
迄
に
四
回
行
わ
れ
て
来
た

が
、
気
軽
に
出
せ
る
こ
と
や

速
さ
の
点
等
か
ら
特
に
運
動

部
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

［
第
六
十
九
号
（
昭
和
三
十

四
年
八
月
十
日
）
よ
り
］

　

家
庭
部
は
昭
和
二
十
八
年

に
設
立
さ
れ
た
部
で
す
。
当

時
は
女
子
生
徒
が
文
化
的
な

活
動
を
行
え
る
部
が
ま
だ
無

か
っ
た
た
め
、
女
子
部
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
被
服
や
調

理
と
い
っ
た
家
事
に
直
結
す

る
活
動
か
ら
華
道
、
茶
道
と

い
っ
た
教
養
に
関
す
る
活
動

ま
で
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
記
事
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
洗
濯
奉
仕
以

外
に
も
、
近
隣
の
保
育
所
を

訪
問
し
て
子
供
達
と
触
れ
合

う
活
動
や
生
徒
対
象
の
手
芸

講
習
会
の
開
催
な
ど
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

輝
く
成
果
を
収
め
る

農
業
部
、
各
種
発
表
会
で

　

埼
玉
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
主
催
各
種
発
表
会
は
九

月
二
十
八
日
（
月
）
台
風
一

過
の
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、

羽
生
実
業
高
校
に
於
い
て
行

わ
れ
た
。
本
校
代
表
は
十
年

目
の
悲
願
を
果
た
す
べ
く
健

闘
し
た
結
果
、
や
っ
と
そ
の

宿
願
を
果
た
し
次
の
よ
う
な

成
績
を
お
さ
め
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部　

第
二
位　

私
の
繁
殖
養
豚
と

そ
の
技
術　

二
ノ
一　

広
沢

登
志
雄

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
発
表
の

部　

第
一
位　

茶
ツ
茶
小
唄　

大
野
広
外
十
四
名

　

こ
の
結
果
、
第
一
位
に

な
っ
た
茶
ツ
茶
小
唄
は
去
る

十
月
九
、
十
日
千
葉
県
立
安

房
農
業
高
校
に
開
催
さ
れ
た

関
東
地
区
大
会
に
出
場
し
健

闘
し
た
。［
第
七
十
号　

昭

和
三
十
四
年
十
月
十
五
日
］

　

戦
前
か
ら
の
長
い
歴
史
を

持
つ
豊
高
の
農
業
部
は
、
農

業
に
関
す
る
様
々
な
技
術
の

習
得
と
向
上
を
目
指
す
部
で
、

花
卉
班
・
加
工
班
・
機
械

班
・
病
虫
班
・
蔬
菜
班
・
畜

産
班
な
ど
の
班
ご
と
に
様
々

な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
会
誌
の
記
述
な
ど
を
読

む
と
、
在
籍
す
る
生
徒
は
地

域
の
農
業
を
支
え
る
中
堅
的

な
存
在
と
な
る
べ
く
日
々
努

力
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取

れ
ま
す
。
こ
の
記
事
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
発
表
会
で
は
、

他
に
も
ト
ラ
ク
タ
ー
整
地
競

技
や
家
畜
審
査
競
技
な
ど
実

技
的
な
種
目
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ち
な
み
に
『
茶
ツ
茶

小
唄
』
は
茶
業
の
際
唄
わ
れ

た
地
域
の
流
行
歌
の
一
つ
で

す
。

農業部活動風景（昭和34年頃）
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昭
和
三
十
九
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
入
学
し
ま

し
た
。
今
ま
た
校
歌
を
歌
う

こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

六
月
八
日
入
間
市
市
民
会

館
に
於
い
て
創
立
百
周
年
記

念
Ｃ
Ｄ
作
成
の
収
録
に
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
の

参
加
者
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
・
現
役
と
多
彩
で

し
た
が
練
習
を
重
ね

息
も
ピ
タ
リ
と
合
い

収
録
は
最
高
の
出
来

で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

当
時「
出
藍
の
誉
」

を
「
失
恋
の
痛
手
胸

に
負
い
」
な
ど
と

歌
っ
て
い
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
校
歌
が
七

番
ま
で
あ
っ
た
こ
と

や
応
援
歌
の
速
さ
が
年
代
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
な
ど
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
在
校

時
音
楽
の
授
業
を
受
け
て
い

た
岡
戸
先
生
の
吹
奏
楽
を
指

揮
す
る
姿
に
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
を
機
に
五
十
年
振
り

の
ク
ラ
ス
会
が
開
催
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

�

（
昭
42
高
卒
）

　

平
成
三
十
一
年
一
月
十
九

日
の
土
曜
日
の
午
後
、
昭
和

四
十
九
年
四
月
入
学
（
昭
和

五
十
二
年
三
月
卒
業
）
の
二

年
六
組
の
同
窓
生
二
十
七
人

参
加
に
よ
る
「
還
暦
同
窓

会
」
が
担
任
の
井
上
征
子
先

生
を
囲
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
豊
岡
高
校
の
正

門
に
集
合
し
、
若
草
の
像
の

前
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
そ

の
後
に
豊
岡
に
あ
る
「
茶
蔵

（
さ
く
ら
）」
で
懇
親
会
を
す

る
二
部
構
成
で
し
た
。

　

四
十
年
ぶ
り
の
同
窓
会
の

た
め
遠
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
参
加
者
も
い
ま
し

た
。

　

当
時
と
変
わ
ら
な
い
井
上

先
生
と
体
型
が
変
わ
っ
た
同

級
生
が
、
時
を
忘
れ
て
近
況

報
告
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、

参
加
者
全
員
の
心
が
と
き
め

い
た
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
井
上
先
生
は
、

所
沢
西
高
校
教
員
時
代
の
同

僚
で
あ
っ
た
現
豊
岡
高
校
の

黒
沢
教
頭
先
生
と
若
草
の
像

の
前
で
再
会
す
る
と
い
う
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
同
窓
会
で
の
再
会
を

約
束
し
て
、
多
く
の
参
加
者

は
、
茶
蔵
か
ら
二
次
会
の
居

酒
屋
へ
向
か
い
ま
し
た
。

�

（
昭
52
高
卒
）

平
成
最
後
の

　 

還
暦
同
窓
会

　

加
藤　

保
夫

校
歌
・
応
援
歌
の

　
　
収
録
に
参
加
し
て
　

　

吉
野　

和
夫

思
い
出
語
り

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

応援団OB・卒業生による応援歌

参加者全員による校歌斉唱
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四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、

古
武
道
「
荒
木
流
拳
法
」
に

出
会
い
、
甚
だ
時
代
錯
誤
な

世
界
に
触
れ
て
、
今
ま
で
思

い
も
し
な
か
っ
た
事
を
真
剣

に
考
え
た
と
い
う
お
話
で
す
。

　

入
門
の
動
機
は
実
に
不
純

で
営
業
先
の
責
任
者
が
古
武

道
荒
木
流
拳
法
の
伝
承
者
で

あ
り
、
私
は
契
約
が
欲
し
く

て
形
だ
け
入
門
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
し
た
。
古
武
道

と
は
、
発
祥
の
歴
史
が
古
く
、

証
明
で
き
る
文
献
が
残
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
当
時
の
文

化
を
継
承
す
る
事
を
目
的
に

稽
古
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

道
場
に
通
い
だ
し
て
二
年

位
の
頃
で
し
た
。
後
輩
も
何

人
か
入
門
し
て
来
て
、
多
少

の
技
を
覚
え
た
私
は
年
長
者

と
い
う
事
も
あ
り
、

後
輩
に
技
の
掛
け

方
を
何
気
な
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た

そ
の
時
で
し
た
。

い
つ
も
は
温
和
な

先
生
が
非
常
に
強

い
口
調
で
私
を
叱
っ
た
の
で

す
。
四
十
も
過
ぎ
て
、
社
会

的
地
位
も
少
し
は
あ
る
と

思
っ
て
い
た
私
は
、
恥
ず
か

し
さ
と
怒
り
が
入
り
混
じ
り
、

強
く
動
揺
い
た
し
ま
し
た
。

　

叱
ら
れ
た
理
由
と
は
―
一

年
や
二
年
で
技
の
本
質
を
理

解
し
て
い
な
い
者
が
、
何
も

知
ら
な
い
者
に
真
顔
で
教
え

る
資
格
は
無
い
。
教
わ
っ
た

者
も
そ
れ
が
正
し
い
と
思
っ

て
し
ま
え
ば
技
は
正
し
く
伝

承
出
来
な
い
。
と
い
う
内
容

で
し
た
。
冷
静
に
考
え
て
み

れ
ば
当
然
の
事
で
あ
り
、
現

代
の
私
達
が
忘
れ
が
ち
な
物

事
の
本
質
を
突
き
付
け
ら
れ

た
思
い
で
し
た
。
職
場
で
は

半
年
や
一
年
の
先
輩
が
後
輩

に
解
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て

仕
事
を
教
え
る
の
は
当
た
り

前
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

曖
昧
で
不
確
か
な
指
導
で
後

輩
を
迷
わ
せ
た
り
す
る
事

だ
っ
て
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

先
生
曰
く
―
私
達
は
命
の

や
り
取
り
の
稽
古
を
し
て
い

る
の
だ
か
ら
教
え
る
者
は
正

確
に
教
え
る
責
任
が
あ
り
、

教
わ
る
者
も
真
剣
に
聞
く
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

真
剣
の
本
当
の
意
味
―
何

と
も
時
代
錯
誤
な
発
想
の
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
現
代
の

私
達
が
疎
か
に
し
て
い
る
部

分
で
あ
る
事
に
四
十
を
過
ぎ

て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
時

代
錯
誤
つ
い
で
に
衝
撃
的

だ
っ
た
事
の
一
つ
と
し
て
戦

国
時
代
は
人
生
五
十
年
と
言

わ
れ
、
あ
る
意
味
死
ぬ
の
が

当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。

常
に
死
に
直
面
し
て
い
た
彼

ら
は
常
に
死
に
様
を
想
定
し

辞
世
の
句
を
考
え
、
華
々
し

く
、
後
世
に
名
を
残
せ
る
よ

う
な
散
り
方
を
夢
に
見
て
い

た
の
で
す
。
だ
か
ら
意
味
の

無
い
死
に
方
を
恥
じ
て
、
犬

死
な
ど
と
嫌
い
、
病
気
や
怪

我
に
注
意
し
常
に
知
識
を
高

め
、
技
を
磨
き
、
身
体
を
鍛

え
健
康
管
理
を
怠
ら
ず
、
い

つ
で
も
最
高
の
散
り
場
所
を

逃
さ
な
い
努
力
を
惜
し
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
は
生
き
る
事
が
当
た
り

前
の
時
代
で
す
。
多
く
の
心

配
を
せ
ず
平
和
に
生
き
ら
れ

る
事
は
と
て
も
幸
せ
な
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
明
確
な
目

標
が
持
ち
づ
ら
く
、
知
識
も

健
康
も
、
時
に
は
命
も
粗
末

に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

意
識
的
に
死
を
覚
悟
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
齢

者
に
席
を
譲
れ
る
よ
う
に
足

腰
を
鍛
錬
す
る
と
か
、
外
国

人
に
道
を
教
え
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
外
国
語
の
勉
強
を

す
る
と
か
、
私
達
も
今
の
時

代
な
り
の
覚
悟
を
秘
め
て

日
々
鍛
練
を
し
て
、
令
和
の

侍
と
し
て
生
き
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
昭
49
高
卒
）

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

古
武
道
荒
木
流
拳
法
目
録

㈲
平
成
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
代
表

�

岡
部　

信
司

時
代
錯
誤
か
ら
学
ぶ
も
の
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鈴
木
前
校
長
の
後
任
と
し

て
四
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
町
田
と
申
し
ま

す
。
着
任
以
来
、
木
下
会
長

を
は
じ
め
豊
岡
高
校
同
窓
会

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
創
立
百

周
年
記
念
事
業
を
来
年
に
控

え
、
皆
様
か
ら
心
強
い
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
へ

と
時
代
が
変
わ
り
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
一
年
を
切

る
な
ど
、
世
の
中
は
期
待
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
正

九
年
に
農
学
校
と
し
て
誕
生

し
た
本
校
も
、
い
よ
い
よ
百

年
の
歴
史
を
刻
む
時
が
近
づ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
五
年
度
の
再
編
整
備
に

よ
り
大
学
進
学
重
視
型
単
位

制
高
校
と
し
て
再
出
発
し
て

か
ら
七
年
目
、
進
学
実
績
も

地
域
か
ら
の
信
頼
も
着
実
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
本
校
は
、

西
武
線
沿
線
の
中
で
最
も
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
高
校
の

一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
三
二
二
名
の
新

入
生
と
十
四
名
の
新
し
い
先

生
方
を
迎
え
入
れ
、
空
調
設

備
工
事
の
た
め
に
文
化
祭
を

六
月
開
催
に
す
る
な
ど
例
年

と
異
な
り
ま
す
が
、
生
徒
た

ち
は
真
面
目
に
そ
し
て
熱
心

に
教
育
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
部
活
動
で
は
、
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
と
陸
上
の
三
段
跳
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

な
ど
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

国
の
動
き
を
見
る
と
、
今

の
高
校
二
年
生
か
ら
新
し
い

大
学
入
試
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
三
年
後
に
は
新

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育

課
程
が
始
ま
り
ま
す
。
私
は

教
育
改
革
の
大
き
な
流
れ
に

乗
っ
て
、
勢
い
づ
い
て
い
る

本
校
を
更
に
一
歩
前
進
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
は

そ
の
た
め
の
絶
好
の
機
会
で

あ
る
と
捉
え
、
何
と
し
て
も

盛
り
上
げ
、
成
功
に
導
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
既
に
創
立
百
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
に
お
い
て

準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
が

学
校
の
み
な
ら
ず
同
窓
会
組

織
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

豊
岡
高
校
の
輝
け
る
未
来

の
た
め
に
、
今
後
と
も
本
校

生
徒
及
び
教
職
員
に
対
し
、

皆
様
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
激
励
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長　

町
田　

邦
弘

創
立
百
周
年
を
一
年
後

に
控
え
て

　平成31年度入試の結果をお知らせします。
　入学定員の厳格化により、私立大学は例年に増して非常に厳しい結果となりましたが、国公立大学では、現
役生の中から４名の合格者が出ました。（浪人生は３名）
　学校では、現２年次生からの新入試に向けた指導についても研究を重ねているところです。

～主な合格先～
【四年制大学】

埼玉大学、秋田大学、茨城大学、鳥取大学…現役生４名合格

国公立大学…計７名合格、GMARCH大学（中央大学、法政大学）…計３名合格
日東駒専（日本、東洋、駒澤、専修）…計６名合格
その他、北里大学、芝浦工業大学、成蹊大学、武蔵大学、北京外国語大学等多数合格。

【就職・公務員】

埼玉県警、一般曹候補生…他

進路指導部より

平成31年度入試合格数（過年度卒含む）

四年制大学 短期大学 専門学校
（看護医療系）

専門学校
（看護医療系除く） 就職・公務員

222 19 24 56 11
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初
め
ま
し
て
。
第
六
十
九

期
生
徒
会
長
を
務
め
ま
し
た

金
子
で
す
。
こ
の
度
は
豊
岡

高
校
同
窓
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
私
か
ら
は
、
我

が
豊
岡
高
校
で
三
年
間
過
ご

し
て
感
じ
た
こ
と
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
我
が
高
校
の
先
生

方
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

丁
寧
に
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
で
す
。
高
校
生

と
い
う
の
は
将
来
の
自
分
の

進
路
を
明
確
に
す
る
期
間
に

な
り
ま
す
。
親
や
兄
弟
に
相

談
を
し
て
も
、
全
く
同
じ
受

験
方
法
で
は
な
い
の
で
先
生

の
存
在
は
と
て
も
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
点
に
お
い
て

我
が
高
校
の
先
生
方
は
時
間

を
か
け
て
相
談
に
乗
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
同
じ
立
場
に

立
っ
て
調
べ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
私
も
と
て
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
会
活
動
で
も

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
で

す
。
私
が
三
年
間
、
生
徒
会

活
動
を
や
っ
て
き
て
学
ん
だ

こ
と
は
生
徒
を
ま
と
め
る
上

で
生
徒
全
員
が
全
く
同
じ
意

見
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
言
葉
の

通
り
十
人
が
い
れ
ば
当
然
十

通
り
の
意
見
が
で
ま
す
。
そ

れ
が
全
校
生
徒
と
な
れ
ば
人

数
は
か
な
り
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
要
望
を
ど
れ
ほ
ど
た
く

さ
ん
実
行
で
き
る
か
が
重
要

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
豊

岡
高
校
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
は
生
徒
の
意
見
が
重
要

に
な
る
た
め
、
こ
の
点
は
私

の
後
輩
に
任
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
後
輩
と
な
る
豊

岡
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
平
31
高
卒
）

金
子　

高
樹

新
同
窓
会
員
あ
い
さ
つ

　

豊
岡
高
校
登
山
部
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
伝
統
あ
る
実
績

を
残
し
て
き
ま
し
た
。
過
去

の
豊
高
新
聞
を
繙
く
と
、
夏

の
合
宿
で
は
南
ア
ル
プ
ス
縦

走
な
ど
多
く
の
山
行
記
録
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

４
名
の
顧
問
の
も
と
、
原
則

と
し
て
月
１
回
、
奥
武
蔵
、

奥
多
摩
を
中
心
に
月
例
登
山

を
行
い
、
年
１
、２
回
の
宿

泊
登
山
、
特
に
夏
の
合
宿
で

は
、
北
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル

プ
ス
な
ど
３
０
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
山
へ
登
っ
て
い
ま
す
。

部
員
は
現
在
12
名
い
ま
す
が
、

す
べ
て
登
山
は
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
始
め
た
者
ば
か
り

で
、
そ
の
た
め
安
全
を
最
優

先
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
の
山

行
は
苦
し
み
の
連
続
で
す
が
、

頂
上
に
着
い
た
時
の
達
成
感

と
仲
間
と
と
も
に
登
頂
の
喜

び
を
分
か
ち
合
う
連
帯
感
は
、

何
も
の
に
も
代
え
が
た
く
、

次
の
山
行
が
ま
た
待
ち
遠
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

�

（
昭
56
高
卒
）

顧
問　

田
中　

孝
幸

部活動訪問
（第10回）

登山部

平成30年度卒業生
クラス代表

１
組

　井　上　斗　湧

　今　嶋　　　翼

２
組

　下　舘　幸　菜

　滝　　　春　太

３
組

◎猪　股　駿　介

◎大　塚　真　優

４
組

　須　加　菜友美

　森　下　佳　歩

５
組

　大　橋　華　海

　小　島　柚　香

６
組

　佐　藤　夏　実

　永　井　初　月

７
組

　佐々木　亮　輔

　三　田　唯　人

８
組

　石　橋　康　太

　佐　飛　桃　夏

◎ 年次代表（同窓会理事）
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2 事務費 680,424 第11号会報印刷代、送料等
3 予備費 0

合　計 691,424

　上記のとおり平成30年度の決算報告をいたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博
　上記決算を監査した結果、正確にして相違ないもの
と認めます。

　　　令和元年５月27日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　長谷部　安
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　西澤　　昇

３　令和元年度事業計画　　
⑴　会議等　　
　　常任理事会　令和元年６月21日
⑵　同窓会報の発行　
　　第12号　令和元年９月１日発行予定
⑶　文化祭参加　令和元年６月１日
⑷　百周年記念誌の発行準備
⑸　同窓会入会式説明　令和２年３月13日予定
⑹　卒業生全員に卒業証書ケース贈呈
⑺　第72回卒業式出席　令和２年３月14日予定
⑻　賛助金の受付
　　・金額：一口　1,000円
　　・方法：ゆうちょ銀行に開設した口座に振込　
　　　名義「埼玉県立豊岡高等学校同窓会」

４　令和元年度予算　　
⑴　一般会計の部（普通預金）

（収入）� （単位：円）
科　　目 予算額 摘　　　　　要

1 会　費 3,200,000 10,000円×320人（元年度卒業生）
2 賛助金 100,000 1,000円×100口
3 繰入金 8,692,398 一般会計の部（定期預金）から繰入
4 雑　入 993 預金利子
5 繰越金 3,790,609 前年度から繰越

合　計 15,784,000

（支出）� （単位：円）
科　　目 予算額 摘　　　　　要

1 会議費 250,000 常任理事会経費等
2 慶弔費 100,000 慶弔費
3 事務費 400,000 消耗品購入費、ＨＰ作成管理料等
4 卒業生費 150,000 卒業証書ケース代
5 激励費 400,000 関東・全国大会等出場激励費等
6 講師謝礼費 50,000 講演講師謝礼
7 積立金 0
8 支援費 0
9 周年行事費 10,000,000 創立百周年記念事業実行委員会会計へ

10 繰出金 1,000,000 同窓会報特別会計の部へ繰出
11 予備費 3,434,000

合　計 15,784,000

　上記のとおり提案いたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博

⑵　一般会計の部（定額預金）
（収入）� （単位：円）

科　　目 予算額 摘　　　　　要
1 繰越金 17,040,268 前年度から繰越
2 預金利子 732 預金利子

合　計 17,041,000

（支出）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

　繰出金 8,692,398 一般会計の部へ繰入（定期預金を一部解約）
合　計 8,692,398

　上記のとおり提案いたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博

⑶　特別会計の部
（収入）� （単位：円）

科　　目 予算額 摘　　　　　要
1 繰入金 1,000,000 一般会計の部繰出金より
2 預金利子 207 預金利子
3 繰越金 76,793 前年度からの繰越

合　計 1,077,000

（支出）� （単位：円）

科　　目 金　　額 摘　　　　　要
1 会議費 50,000 編集委員会会議費
2 事務費 900,000 会報・封筒印刷・送料
3 予備費 127,000

合　計 1,077,000

　上記のとおり提案いたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博

５　その他
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　過ぐる令和元年６月21日、「埼玉県立豊岡高等学校同
窓会」令和元年度常任理事会を開催、無事終了いたし
ましたのでその概要をお伝えします。

議　事
１　平成30年度事業報告
⑴　会議等
　　常任理事会　平成30年６月25日
⑵　同窓会報の発行
　　第11号　平成30年９月�１日発行
⑶　文化祭参加　平成30年９月８日・９日
⑷　同窓会入会式説明　平成31年３月８日
⑸　卒業生全員に卒業証書ケース贈呈
⑹　第71回卒業式　平成31年３月９日
⑺　関東・全国大会出場選手の激励　
　　・関東高校アーチェリー選手権大会出場
　　・関東高校陸上競技選手権大会出場
　　・全国高校総体アーチェリー競技大会出場
　　・全国高校総体陸上競技大会出場
　　・全国高校総合文化祭長野大会出場（音楽部）
　　・関東陸上競技選手権大会出場
　　・国民体育大会アーチェリー競技出場
　　・アーチェリー日韓交流強化事業韓国遠征
　　・バトントワーリング関東大会出場
　　・関東高校アーチェリー選抜大会出場
　　・全国高校アーチェリー選抜大会出場
⑻　同窓会会報賛助金の受付

２　平成30年度決算報告及び監査報告
　　　自 平成30年４月１日　至 平成31年３月31日
⑴　一般会計の部（飯能信用金庫　入間支店　普通預金）
　　収入済額　　　 支出済額　　残額（翌年度へ繰越）
　10,186,950円　－　6,396,341円　＝　3,790,609円

（収入）� （単位：円）
　科　　目 金　　額 摘　　　　　要
1 会　費 3,169,136 10,000円×317人（30年度卒業生）－振込手数料
2 賛助金 224,000 1,000円×224口（延べ107人）
3 繰入金 0
4 雑　入 51 預金利子
5 繰越金 6,793,763 前年度から繰越

合　計 10,186,950

（支出）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

1 会議費 118,265 常任理事会経費ほか
2 慶弔費 0
3 事務費 29,112 事務局使用料、切手代等
4 卒業生費 106,456 卒業証書ケース代
5 激励費 360,000 関東大会・全国大会等出場
6 講師謝礼費 32,508 新聞広告掲載費

7 積立金 0
8 支援費 0
9 周年行事費 5,000,000 創立百周年準備

10 繰出金 750,000 特別会計の部へ繰出
11 予備費 0
　合　計 6,396,341

　上記のとおり平成30年度の決算報告をいたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博
　上記決算を監査した結果、正確にして相違ないもの
と認めます。

　　　令和元年５月27日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　長谷部　安
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　西澤　　昇

⑵　一般会計の部（定期預金）
　　収入済額　　　支出済額　　残額（翌年度へ繰越）
　17,040,268円　－　　　 0円　　＝　17,040,268円

（収入）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

1 繰越金 17,038,858 前年度から繰越
2 積立金 0
3 預金利子 1,410 預金利子

合　計 17,040,268

（支出）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

　繰出金 0
合　計 0

　上記のとおり平成30年度の決算報告をいたします。
　　　令和元年６月21日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　会長　木下　　博
　上記決算を監査した結果、正確にして相違ないもの
と認めます。

　　　令和元年５月27日
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　長谷部　安
� 埼玉県立豊岡高等学校同窓会　監事　西澤　　昇

⑶　特別会計の部（いるま野農協　東金子支店　普通預金）
　　収入済額　　　支出済額　　残額（翌年度へ繰越）
　　768,217円　－　691,424円　　＝　76,793円

（収入）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

1 繰入金 750,000 一般会計の部繰出金より
2 預金利子 0
3 繰越金 18,217 前年度からの繰越

合　計 768,217

（支出）� （単位：円）
科　　目 金　　額 摘　　　　　要

1 会議費 11,000 編集委員会議費

令和元年度　常任理事会報告
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発行人　木下　博
編集人　大野清恵
編集委員　
足立　宏・木口勝巳
黒田　哲・小林守利
高原誠子・竹永恵美
田中孝幸・野口晴康
橋本　浩・平田光洋
山田美和

編
輯
後
記

▼
縁
あ
っ
て
「
出
藍
」
発
行

に
携
わ
っ
て
十
年
。
月
一
回

の
編
集
会
議
以
外
に
も
、
縁

あ
っ
て
、
華
道
を
通
じ
て
我

が
子
よ
り
若
い
生
徒
達
と
交

流
す
る
機
会
も
で
き
ま
し
た
。

▼
来
年
で
百
周
年
！　

こ
の

節
目
に
、
色
々
な
面
で
母
校

と
関
わ
り
を
持
て
る
日
が
来

る
事
を
い
つ
想
像
で
き
た
で

し
ょ
う
。
▼
こ
の
一
期
一
会

の
一
瞬
一
瞬
を
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
た
い
と
思
う
日
々
で

す
。 

（
ま
こ
と
）

▼
今
年
は
文
化
祭
が
六
月
に

行
わ
れ
た
た
め
、
小
紙
最
新

号
を
文
化
祭
で
配
布
で
き
ず

残
念
で
し
た
。
▼
最
近
、「
同

窓
会
開
催
の
ご
連
絡
」
の
中

で
、
還
暦
に
合
わ
せ
て
開
催

さ
れ
る
方
々
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
母
校
に
集
合
し

て
記
念
撮
影
。
そ
れ
か
ら
会

場
に
向
か
わ
れ
る
の
が
定
番

の
よ
う
で
す
。
▼
私
も
来
年

は
還
暦
。
久
し
振
り
に
皆
に

会
い
た
い
で
す
。 

（
も
）

︻
Ｈ
Ｐ
開
設
︼

　

念
願
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
致
し
ま
し
た
。
同
窓
会
活
動

の
ご
案
内
や
母
校
の
様
子
、
そ

し
て
同
窓
生
・
会
員
皆
様
の
交

流
の
場
と
し
て
お
役
に
立
て
る

こ
と
を
願
っ
て
開
設
し
ま
し
た
。

是
非
と
も
、
ク
ラ
ス
会
や
部
活

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
諸
連
絡
、
そ

の
他
有
効
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
誕
生

ホ
ヤ
ホ
ヤ
で
す
。
担
当
者
も
経

験
不
足
で
専
門
的
な
知
識
に
も

乏
し
く
、
掲
載
内
容
や
デ
ザ
イ

ン
に
も
不
備
・
不
足
が
多
く
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
上
、

人
材
・
機
材
・
浄
財
の
不
足
が

現
状
で
す
。
会
員
諸
氏
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ
ば

あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
殊
に

人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り

ま
す
が
是
非
共
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。
事
務
局
（
会
報

編
集
委
員
会
）
宛
、
ご
一
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
百
周
年
︼

百
周
年
記
念
事
業
準
備
状
況

　

来
年
度
は
創
立
百
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
準

備
が
式
典
・
記
念
誌
編
集
・
記

念
整
備
事
業
の
三
部
会
で
着
々

と
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
同
窓
会
も
そ
れ
ら
の

部
会
に
協
力
し
、
準
備
に
当
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
に
な

り
ま
す
が
、
①
式
典
二
部
で
は
、

卒
業
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

②
約
４
５
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
記

念
誌
。
③
校
門
周
辺
の
整
備
事

業
な
ど
が
検
討
・
準
備
さ
れ
、

去
る
6
月
8
日
に
は
、
校
歌
・

応
援
歌
の
記
念
Ｃ
Ｄ
録
音
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

時
間
の
経
過
と
共
に
そ
の
歴

史
的
資
料
（
書
類
・
思
い
出
の

品
々
）
も
散
逸
し
ま
す
。
記
念

誌
編
纂
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
余

り
の
乏
し
さ
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
皆
様
お
手
持
ち
の
豊
高
思

い
出
の
品
々
を
、
同
窓
会
に
寄

贈
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
小

紙
「
出
藍
」
で
紹
介
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

報
告

創
立
百
周
年
実
行
委
員
長
が

上
原
み
ゆ
き
氏
か
ら
木
下
博

氏
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

︻
賛
助
金
︼　　

　
　

有
難
う
賛
助
金
！

　

昨
年
度
の
小
紙
発
行
賛
助
金

は
、
総
額
二
十
二
万
四
千
円
、

延
べ
百
余
名
に
上
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
第
13
号

は
豊
高
創
立
百
周
年
に
当
り
ま

す
。
な
お
一
層
の
紙
面
の
充
実

と
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り
に

努
め
る
所
存
で
す
。
本
年
も
重

ね
て
賛
助
金
へ
の
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

ホームページを開設しました
toyokodoso.org　で検索して下さい
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